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　  目指すべき将来の姿� < 環境政策課 >　

　
　目指すべき将来の姿「持続可能な滋賀
社会」は、琵琶湖をはじめとする滋賀の
環境と生態系が健全に保たれ、バランス
のとれた経済発展を通じて、県民すべて
の生活の質の向上が図られている豊かで
安全な社会を想定しています。

■自然・気候
　春夏秋冬での、季節感が感じられ、美
しい琵琶湖の風景や緑豊かな森林があり
ます。また、琵琶湖や流域河川では在来
の魚貝類でにぎわい、生物多様性が確保
されています。

■産業
　高品質な近江米、近江牛、近江茶などが地域ブランド
として確立するとともに、農産物の消費や木材の利用で
は県産物へのニーズが高まり、地産地消が進んでいます。
　また、環境、健康福祉、観光、バイオ、IT などの分野
で中核企業を軸にしたクラスターが形成され、産業が活
性化しています。特に、省エネ技術や環境汚染対策技術
を扱う企業が多く立地しています。

■まちづくり
　公共交通や自転車歩行者道の基盤整備により、バス・
鉄道などの利用者が増え、自動車利用が減ることにより
誰にとっても安全でゆとりのあるまちづくりが進んでい
ます。
　また、適正な規模と形態でコンパクトなまちづくり（都
市機能の集約化）が進んでおり、住民が交わる機会が増え、
地域の課題を自分たちで解決する機運が高まっています。

■暮らし
　人々は家族や地域、世代間のつながりを大切にし、交
流を深め、支え合いながら生活しています。また、フナ
やシジミなどの漁獲量が増え、琵琶湖の魚貝類を日常的
に食べることができるようになっています。

第 1 部 持続可能な滋賀社会を目指して

第1章
　県の環境保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成21年（2009年）12月、滋賀
県環境基本条例に基づき「第三次滋賀県環境総合計画」を策定しました。この計画では、おおむね
一世代後である平成42年（2030年）を想定し、「持続可能な滋賀社会」を目指すべき将来の姿と位置
づけ、その実現を図るために「低炭素社会の実現」と「琵琶湖環境の再生」という2つの長期的な目
標と、施策の基本方向を定めています。

　  第三次滋賀県環境総合計画 
< 環境政策課 >

　持続可能な滋賀社会の実現を図るため、「第三次滋賀県
環境総合計画」では「低炭素社会の実現」と「琵琶湖環境の
再生」という2つの長期的な目標と、施策の基本方向を定
めています。

 長期的な目標
■低炭素社会の実現

　2030年における滋賀県の温室効果ガス排出量の
50％削減（1990年比）を目指します。

　気候変動に関する政府間パネル（IPCC）をはじめとする
科学的知見や、国際社会における動向を踏まえつつ、県
民の生活と産業の基盤、琵琶湖をはじめとする環境を守
るため、温室効果ガス排出量の大幅な削減を目標として
掲げました。
　琵琶湖環境科学研究センターを中心に行ってきた研究
では、先進的な技術を活用し、大胆に社会の仕組みやラ
イフスタイルを転換すれば、目標の達成は可能であると
推計しています。

自然・気候 産　業

まちづくり 暮らし

目指すべき将来の姿（2030年持続可能な滋賀社会）

第三次滋賀県環境総合計画の策定
－滋賀県の新しい環境行政の枠組み－
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�滋賀の環境 2010

滋賀県基本構想

滋賀県環境基本条例

環境関連の個別条例・計画等

人育ち・人育て

基盤づくり

地球温暖化対策

自然環境

景観・歴史的環境

水・土壌環境

大気環境・化学物質
その他の快適環境

廃棄物・資源循環

環境基本法に基づく
　環境基本計画（国）

環境関連以外の計画、
ビジョン等

滋賀県環境総合計画

　持続可能な滋賀社会ビジョン

低炭素社会の実現

琵琶湖総合保全の指針
琵琶湖総合保全整備計画
（マザーレイク21計画）

琵琶湖環境の再生

各
環
境
分
野
別
の
環
境
施
策
の
推
進

・滋賀県環境学習の推進に関する条例
・滋賀県環境学習推進計画

・滋賀県大気環境の負荷の低減に関する条例
・滋賀県地球温暖化対策推進計画
・滋賀県庁地球温暖化対策実行計画
・しが新エネルギー導入戦略プラン

・滋賀県立自然公園条例
・滋賀県自然環境保全条例
・自然環境保全基本方針
・琵琶湖のレジャー利用の適正化に関する条例
・琵琶湖レジャー利用適正化基本計画
・ビオトープネットワーク長期構想
・ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例
・鳥獣保護事業計画
・滋賀県琵琶湖のヨシ群落の保全に関する条例
・ヨシ群落保全基本計画
・水辺エコトーンマスタープラン
・琵琶湖森林づくり条例
・琵琶湖森林づくり県民税条例
・琵琶湖森林づくり基金条例
・琵琶湖森林づくり基本計画
・滋賀県緑化基本構想
・緑化基本計画

・ふるさと滋賀の風景を守り育てる条例
・琵琶湖景観形成地域基本計画
・淡海風景プラン

・滋賀県琵琶湖の富栄養化の防止に関する条例
・水質汚濁防止法の規定に基づく排水基準を定める条例
・滋賀県公害防止条例
・滋賀県生活排水対策の推進に関する条例
・湖沼水質保全特別措置法に基づく指定施設等の構造
　および使用の方法に関する基準を定める条例
・琵琶湖に係る湖沼水質保全計画

・滋賀県大気環境の負荷の低減に関する条例
・大気汚染防止法の規定に基づく排出基準を定める条例
・滋賀県公害防止条例

・滋賀県産業廃棄物税条例
・滋賀県ごみの散乱防止に関する条例
・滋賀県分別収集促進計画
・滋賀県一般廃棄物処理広域化計画
・滋賀県廃棄物処理計画

・滋賀県環境影響評価条例
・滋賀県環境こだわり農業推進条例
・滋賀県環境こだわり農業推進基本計画
・滋賀県グリーン購入基本方針

■琵琶湖環境の再生

　琵琶湖流域および周辺で健全な生態系と安全・安
心な水環境を確保し、遊・食・住などの人の暮らし
と琵琶湖の関わりを再生することを目指します。

　生物多様性を確保し、様々な在来種でにぎわう生命あ
ふれる琵琶湖の再生と、人々が琵琶湖に学び、恵みを味
わい、湖畔で遊び、リフレッシュして自然との共生を体
験し、人々が琵琶湖とつながり、関わり合いを深めてい
くことを目標として掲げました。
　琵琶湖環境の再生の目標を、琵琶湖総合保全の指針で
あるマザーレイク21計画第2期計画の検討の中で、さら
に具体化させます。

 多様な環境施策の展開
　第三次滋賀県環境総合計画に基づき持続可能な社会づ
くりの基礎となる、環境学習などの「人育ち・人育て」、
住民参加や産業・まちづくり、調査研究などの「基盤づく
り」、そして「自然環境」や「廃棄物・資源循環」など、6
つの環境分野別に施策の方向性を示し、様々な環境施策
を展開しています。
　また、各環境施策の展開に関連する数値指標を設定し、
計画の進行管理に活用します。

WEB �http://www.pref.shiga.jp/d/suisei/sougou.
html


